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新会員のご紹介（敬称略）　会員数� 1056名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

富
ふ じ の み や

士宮正
まさ

就
なり ㈱CROSSFACT

保険代理業（生命保険・損害保険、各種企業コンサルティング） 三島 高 木 　 基

末
すえ

廣
ひろ

　　誠
まこと ㈱ニュー・ヘルスフーズ

製造業・小売業（健康食品製造・販売） 沼津 事務局・
HPより

久
く

野
の

　和
かず

幸
ゆき ㈱久野

レンタカー事業 富士宮 河原崎哲哉

大
おお

石
いし

　八
はち

治
じ ㈱ロジネットサポート

物流業（運送・倉庫・流通加工） 志太 松葉　秀介

内
ない

藤
とう

ゆみ子
SEISEN合同会社
楽器等販売卸、医療衛生用品販売卸、輸入雑貨販売卸（中国を中心にアジア全域から輸
入・輸出、交流事業、マッチングなどの斡旋、楽器・医療用品・衛生用品・一般雑貨等、
受注を踏まえ全て取り扱う）

榛南 河内　崇文

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

　東海財務局ＨＰ内にて、県内での国、公的機関、金融機関及び地方公共団体の各支援策に係るリンク先一覧をご覧いた
だけます。右のＱＲコードよりぜひご覧ください。
� （出典：東海財務局HP　http://tokai.mof.go.jp/sizuoka/zimusyo_link_00001.htm）

新型コロナウイルス感染症関連支援策等　リンク先一覧
新型コロナウイルス感染症の影響で資金繰り等でお困りの事業者の方へ
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同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう



㈲M.C.S.KURITA（静岡支部）

代表取締役　太田 誠氏

O LAND PARK SHISHIHARA
～オーランドパーク・シシハラ～

を
持
っ
て
お
り
、
太
田
氏
を
慕
う
顧

客
が
全
国
か
ら
訪
れ
、
店
頭
に
バ
イ

ク
を
一
台
も
置
い
て
い
な
い
の
に
バ

イ
ク
が
売
れ
る
と
い
い
ま
す
。
ご
子

息
で
あ
る
真
成
氏
、
幸
仁
氏
も
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
選
手
と
し
て
活
躍

し
、
長
男
の
真
成
氏
は
現
在
店
長
を

し
て
い
ま
す
。

広
大
な
山
林
を
ひ
と
り
で
切
り
開
く

　

２
０
１
４
年
の
初
め
頃
、
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
練
習
場
を
探
し
て

い
た
太
田
氏
は
、
知
り
合
い
の
経
営

者
か
ら
、
山
林
を
管
理
す
る
代
わ
り

に
借
り
受
け
る
と
い
う
約
束
を
取
り

付
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
周
辺
の
住

民
の
理
解
を
得
る
た
め
、
数
ヶ
月
間

を
か
け
挨
拶
回
り
。
そ
の
後
、
リ
ー

ス
で
借
り
た
ユ
ン
ボ
で
土
を
掘
り
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木
を
伐
り
、
ひ
と

り
で
山
林
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
し

　

今
月
の
「
私
の
逸
品
」
は
、
㈲

M
.C.S.K

U
RIT

A
 

代
表
取
締
役 

太

田
誠
氏
が
オ
ー
プ
ン
し
た
オ
フ
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
の
練
習
場
「O

 LA
N

D
 

PA
RK

 SH
ISH

IH
A

RA

（
オ
ー
ラ

ン
ド
パ
ー
ク
・
シ
シ
ハ
ラ
）」
を
紹

介
し
ま
す
。

バ
イ
ク
を
置
い
て
い
な
い
の
に 

バ
イ
ク
が
売
れ
る
お
店

　

オ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
・
シ
シ
ハ
ラ

は
新
東
名
新
清
水
Ｉ
Ｃ
を
下
り
、
国

道
52
号
線
沿
い
を
身
延
方
面
に
５
分

程
走
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
清

水
区
袖
師
町
で
「M

.C.S.K
U

RIT
A

」

と
い
う
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
す

る
太
田
誠
氏
が
２
０
１
４
年
６
月
１

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「M

.C. 
S.K

U
RIT

A

」
は
特
に
オ
フ
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
こ
だ
わ
り

た
。
こ
う
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
オ
ー

ラ
ン
ド
パ
ー
ク
・
シ
シ
ハ
ラ
、
オ
ー

プ
ン
後
も
営
業
の
傍
ら
少
し
ず
つ
開

拓
し
、
６
年
経
っ
た
今
で
は
林
間
に

３
km
も
の
コ
ー
ス
が
で
き
、
年
に
何

度
か
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

同
友
会
へ
の
入
会
が
自
信
に

　

太
田
氏
は
ち
ょ
う
ど
練
習
場
の
開

拓
を
し
て
い
た
頃
、
同
友
会
に
入
会

し
、
同
時
に
経
営
指
針
を
創
る
会
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
理
念
と
経
営
指

針
が
で
き
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が

り
、
闇
雲
に
進
ん
で
い
た
道
に
光
が

差
し
た
と
言
い
ま
す
。「
同
友
会
に

出
会
っ
て
い
な
く
て
も
練
習
場
は
で

き
た
と
思
う
が
、
同
友
会
の
お
か
げ

で
自
信
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
好
調 

オ
フ
ロ
ー
ド
の
世
界
で
日
本
一
を
目
指
す

　

ア
ウ
ト
ド
ア
で
あ
る
練
習
場
は
コ

ロ
ナ
禍
で
も
好
調
で
、年
間
１
、０
０
０

人
程
度
の
お
客
様
が
全
国
か
ら
訪
れ

る
そ
う
で
す
。
太
田
氏
は
「
コ
ロ
ナ

で
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
差
が
更

に
広
が
っ
た
。
極
端
な
ア
ナ
ロ
グ
で

あ
る
自
分
は
生
き
残
っ
て
い
け
る
」

と
確
信
を
持
っ
て
話
し
ま
す
。
来
年

は
店
を
継
い
で
か
ら
40
年
の
節
目
。

「
ラ
イ
ダ
ー
の
技
術
の
認
定
を
す
る

㈲M.C.S.KURITA
〒424-0037　静岡市清水区袖師町515-1
TEL：054-364-6789
URL：http://www.mcskurita.com

創立　1942年
社員数　�３名
入会年月　2014年１月
事業内容　�オートバイ販売、修理（バイ

ク本体、バイク用品他）

よ
う
な
団
体
も
立
ち
上
げ
た
い
。
こ

の
世
界
で
日
本
一
に
な
り
た
い
ん

だ
」
と
夢
を
語
り
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
藤
本�

浩
氏

�

（
プ
リ
ン
ト
バ
リ
ュ
ー
㈱
・
静
岡
支
部
）

黄色い看板が目印

次男の大会用バイク。費用は総額500万

切り拓いた林間コース

自らユンボに乗り作業する太田氏

2



会
員
訪
問
記

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
の
「
キ
タ
イ
」
に
応
え
る

㈱
キ
タ
イ
電
気

代
表
取
締
役
　
北
井 

寛
己
氏
（
中
遠
支
部
）

創
業
か
ら
現
在
ま
で

　
㈱
キ
タ
イ
電
気
は
１
９
９
９
年
創
業
、

地
元
磐
田
市
の
電
気
店
に
勤
め
て
い
た

父
が
経
営
不
振
で
辞
め
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
際
、
顧
客
や
仕
事
仲
間
か
ら
開

業
を
勧
め
ら
れ
た
の
が
創
業
の
き
っ
か

け
で
す
。
以
来
21
年
間
、
地
元
で
総
合

電
気
設
備
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
平

成
21
年
に
法
人
化
し
、
昨
年
２
月
に
北

井
寛
己
氏
が
代
表
取
締
役
に
就
任
。
本

格
的
に
経
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
建
物
の
電
気
設
備
工
事
が
本
業
で
す

が
、
現
在
は
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
や
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
工
事
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
切
替
工
事
な
ど
、
業
務
の
枠
を
拡
げ

て
い
ま
す
。
売
上
に
波
は
あ
り
ま
す
が
、

顧
客
は
行
政
を
メ
イ
ン
に
民
間
企
業
、

一
般
個
人
と
間
口
を
広
く
す
る
こ
と
で

リ
ス
ク
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。

経
営
指
針
を
創
る
会
で
の
学
び

　
同
友
会
に
は
大
橋
徳
久
氏
（
㈲
大
橋

商
事
・
中
遠
支
部
）
か
ら
の
誘
い
で
入

会
。
当
初
は
な
か
な
か
時
間
が
取
れ
ず
、

14
期
経
営
指
針
を
創
る
会
を
受
講
し
て

か
ら
本
格
的
に
参
加
し
始
め
ま
し
た
。

「
初
め
は
人
前
で
話
す
こ
と
さ
え
不
慣

れ
で
不
安
が
一
杯
だ
っ
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
の
叱
咤
激
励
の
お
か
げ
で
、

会
社
の
創
業
時
か
ら
振
り
返
り
な
が
ら

現
在
の
状
況
を
把
握
し
、
さ
ら
に
将
来

像
を
見
据
え
て
一
つ
一
つ
言
葉
を
紡
ぐ

こ
と
が
で
き
た
」
と
北
井
氏
は
言
い
ま

す
。
創
っ
た
経
営
指
針
は
ま
だ
社
内
に

浸
透
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
そ
う
で

す
が
、
指
針
成
文
化
を
通
し
て
確
実
に

考
え
方
は
変
化
し
、
今
は
世
界
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
の
情
報
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
事
業
展

開
に
も
生
き
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
た
め
に

　
「
こ
れ
か
ら
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
」
と
言
う
北
井
氏
。
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
買

い
取
り
期
間
の
節
目
を
迎
え
る
と
余
剰

電
力
を
自
家
消
費
に
活
用
す
る
パ
タ
ー

ン
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
災
害

時
は
も
ち
ろ
ん
、
昼
間
発
電
し
た
電
気

を
夜
間
も
利
用
す
る
た
め
に
は
蓄
電
池

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
磐
田

地
区
で
蓄
電
池
を
販
売
し
て
い
る
の
は

県
外
の
業
者
が
メ
イ
ン
。
そ
こ
で
地
元

企
業
に
も
チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
見
る
北
井

氏
は
シ
ェ
ア
を
伸
ば
そ
う
と
蓄
電
池
の

販
売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
蓄
電
池

の
み
な
ら
ず
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
エ
ア
コ
ン
へ
の
交
換
を
推
進

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
元
密
着
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
、
地
域
有
数
の
企
業
に
成
長
す
る
。

そ
ん
な
北
井
氏
の
思
い
に
「
キ
タ
イ
」

が
高
ま
り
ま
す
。

取
材
・
記
事
：
鈴
木�

弘
之
氏

�

（
税
理
士
法
人 

あ
い
会
計
・
中
遠
支
部
）

㈱キタイ電気
〒438-0803　磐田市富丘226-7
TEL：0538-37-1467
URL：�http://kitaidenki.com/

設立　2009年
社員数　７名
入会年月　2016年６月
事業内容　�電気設備業（電気工事）

北井 寛己氏
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会員さんお邪魔します



　

10
月
６
日（
火
）、
静
岡
市
の
も
く
せ
い
会

館
に
て
、
県
共
育
委
員
会
主
催
の
「
若
手
社

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
を
開
催
し
、
会

員
企
業
よ
り
9
社
14
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

須
山
由
佳
子
氏
（
㈲
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
・

浜
松
支
部
）
に
よ
る
研
修
で
は
、
報
告
・
連

絡
・
相
談
の
大
切
さ
を
実
際
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
交
え
な
が
ら
学
び
あ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
お
互
い
の
経
験

を
共
有
し
、
自
身
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を

振
り
返
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
近

藤
良
夫
氏
（
近
藤
良
夫
会
計
事
務
所
・
浜
松

支
部
）
よ
り
「
皆
さ
ん
は
学
生
時
代
の
学
び

を
社
会
で
実
践
す

る
本
番
を
迎
え
ま

し
た
。
今
日
の
学

び
を
忘
れ
ず
、
社

会
人
生
活
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
、
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

野
川
共
育
委
員
長
よ
り

　

今
回
の
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
と
開
催
方
法
を
検
討
す
る
中
で
、
共
育
を

止
め
て
し
ま
う
こ
と
は
成
長
す
る
未
来
を
止
め

る
こ
と
と
同
じ
だ
と
い
う
思
い
で
ま
と
ま
り
、

感
染
対
策
を
講
じ
て
対
面
式
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
悩
み
を
受
講
生

同
士
で
共
有
す
る
場
面
も
あ
り
、
同
じ
よ
う
な

不
安
や
課
題
が
共
有
さ
れ
る
と
「
安
心
し
た
」

と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
社
会
状
況
は

不
明
確
で
す
が
、
来
年
4
月
に
は
合
同
入
社

式
・
若
手
社
員
研
修
の
対
面
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

野
川�

和
三
氏
（
㈱
野
川
商
店
・
共
育
委
員
長
）

受
講
生
感
想

・�

こ
れ
か
ら
は「
言
っ
た
」で
は
な
く
、「
伝
わ
っ

た
」
を
意
識
し
て
報
連
相
を
し
て
い
き
た
い
。

・�

異
業
種
で
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
や
不
安
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・�

研
修
前
は
、
自
分
の
で
き
て
い
る
こ
と
・
い

な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

研
修
を
受
け
、
自
身
の
現
状
を
見
つ
め
な
お

し
、
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
こ
れ

か
ら
ど
う
改
善
し
て
い
け
ば
よ
い
か
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

10
月
22
日
（
木
）
中
同
協
主
催
「
人
を
生

か
す
経
営
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
７
０
０
名
、

静
岡
か
ら
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
４
名
の
経
営
者
の
実
践
報
告
、
加
藤
明
彦

氏
（
中
同
協
人
を
生
か
す
経
営
推
進
協
議
会�

代
表
）
に
よ
る
問
題
提
起
、
そ
の
後
グ
ル
ー

プ
討
論
を
行
い
、
最
後
に
経
営
労
働
・
共
同

求
人
・
社
員
教
育
・
障
害
者
問
題
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
長
よ
り
行
動
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
中
小
企
業
家
し

ん
ぶ
ん
」
12
月
５
日
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
者
感
想

難
局
に
出
会
う
前
に 

勝
負
は
決
ま
っ
て
い
る

　

報
告
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
よ
う
な
大
き
な
環
境
変
化
が
あ
っ
た

時
に
軸
と
な
る
経
営
指
針
書
が
あ
る
と
、
そ

れ
を
起
点
に
変
化
・
変
革
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
実
践
報
告
で
は
、
ど
の
企
業
も
少

な
か
ら
ず
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
変
化
が
起
き
る
前
か
ら
人
を

生
か
す
経
営
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
で
、
テ

レ
ワ
ー
ク
へ
の
移
行
、
売
上
減
で
も
営
業
利

益
の
増
加
と
、
自
社
を
変
え
る
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
捉
え

た
「
人
を
生
か
す
経
営
」
を
実
践
す
る
４
社

の
共
通
項
目
は
、
①
人
を
生
か
す
経
営
を
実

践
す
る
意
思
が
指
針
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
、
②
社
員
と
情
報
（
特
に
数
字
）
を
共
有

し
社
員
と
共
に
考
え
て
い
る
、
社
員
が
会
社

を
ま
わ
す
主
役
で
あ
る
、
③
業
務
の
見
え
る

化
・
細
分
化
を
し
て
い
る
こ
と
の
３
点
で
す
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
社
員
と
共
に
考
え
た
り
、
共
有
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
私
も
人
を

生
か
す
経
営
の
実
践
途
中
で
あ
り
、
進
ん
で

い
な
い
よ
う
に
み
え
て
も
実
践
し
続
け
る
こ

と
が
“
い
ざ
！
”
と
い
う
時
に
効
い
て
く
る

と
学
び
ま
し
た
。

梶
川�

久
美
子
氏
（
サ
ツ
マ
電
機
㈱
・
沼
津
支
部
）

若
手
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

会
員
企
業
か
ら
若
手
社
員
14
名
が
受
講

研修の様子

人
を
生
か
す
経
営
の
実
践
で
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
！

人
を
生
か
す
経
営
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催梶川 久美子氏
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第
１
講　
10
月
７
日
（
水
）

日
本
経
済
に
お
け
る
中
小
企
業
の
果
た
す

役
割
と
意
義
、
こ
の
講
座
の
目
的

講
師
：
遠
藤�

一
秀
氏

�

（
遠
藤
科
学
㈱
・
静
岡
支
部
）

第
２
講　
10
月
14
日
（
水
）

建
設
業
界
で
の
学
び

　

講
師
：
石
澤�

浩
一
氏

�

（
㈱
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
・
沼
津
支
部
）

　10月7日より、第13期静岡大学連携講座「企業経済特論Ⅳ」がスタートしました。
中小企業の役割や意義、またその魅力を知ってもらうことを目的に2008年より毎
年開催している本講座は今年で13年目を迎えます。静岡大学と静岡同友会は2008
年に相互協力協定を締結しており、その連携の一環として本講座が開講しました。講
義は全15講からなり、毎回異なる会員経営者が登壇。自社事業や自身の生き様、経
営哲学を語ります。就職活動を間近に控えた学生も多く「自身の就職を考える際の参
考になった」「社員を大切にしている会社で働きたいと感じた」などの感想が毎年多
数寄せられています。今年度は新型コロナの影響で受講人数を制限し、感染対策を講
じながら開催。講義の内容を今月より毎月紹介していきます！

　

中
小
企
業
白
書
や
経
済
産
業
省
等
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
民
間
雇
用
の
約
70
％
は
中
小
企

業
で
あ
る
こ
と
、
民
間
で
創
出
さ
れ
る
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
50
％
以
上
は
中
小
企
業
で
創
出
さ
れ
て

い
る
現
状
を
伝
え
、
中
小
企
業
が
地
域
経
済

で
果
た
す
役
割
を
説
明
し
ま
し
た
。
遠
藤
氏

は
「
企
業
の
価
値
は
利
益
だ
け
で
は
は
か
れ

な
い
」
と
言
い
ま
す
。
同
社
の
経
営
理
念

「
社
員
の
幸
福
」
の
実
現
に
む
け
た
付
加
価

値
の
極
大
化
、
特
に
社
員
へ
の
配
分
と
社
内

留
保
分
の
最
大
化
に
つ
い
て
実
際
の
決
算
書

を
用
い
て
説
明
。「
我
が
社
は
株
主
で
は
な

く
社
員
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
社
員
の

た
め
に
経
営
し
、
一
人
当
た
り
の
労
働
生
産

性
、
付
加
価
値
を
増
や
し
て
社
員
へ
所
得
を

配
分
し
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
最

後
に
「
本
講
座
を
通
し
て
中
小
企
業
経
営
者

の
個
性
に
ふ
れ
、
中
小
企
業
へ
関
心
を
も
っ

て
ほ
し
い
」
と
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。

　

沼
津
市
で
店
舗
な
ど
の
内
装
業
を
営
む
石

澤
氏
。
過
去
に
景
気
悪
化
に
よ
る
受
注
減
が

あ
っ
た
時
も
社
員
を
守
り
、
目
標
や
指
針
を

社
内
で
共
有
し
、
皆
が
同
じ
方
向
を
向
け
る

組
織
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
面
接
と
な
っ
て
も
、
経
営
理
念
を

伝
え
る
こ
と
で
会
社
の
方
向
性
に
共
感
し
て

学
生
が
応
募
し
て
く
る
と
い
い
ま
す
。
様
々

な
人
と
影
響
し
あ
っ
て
働
く
環
境
の
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
特
に
大
切
に
し
て
い

る
と
石
澤
氏
。
学
生
に
「
主
体
性
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
す
。「
自

分
の
未
来
を
ど
う
描
く
か
？
ど
の
よ
う
に
目

標
を
実
現
し
て
い
く
か
？
自
身
で
考
え
、
主

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
ど
ん
な
環

境
で
も
目
標
を
達
成
で
き
る
」
と
、
今
ま
さ

に
環
境
変
化
の
中
に
い
る
学
生
へ
期
待
を
込

め
て
伝
え
ま
し
た
。

静岡大学連携講座
「企業経済特論Ⅳ」が今年もスタート！
会員経営者が中小企業の魅力や経営を学生に伝える

石澤 浩一氏

遠藤 一秀氏
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第
３
講　
10
月
21
日
（
水
）

駅
弁
学
講
座

　

講
師
：
守
谷�
匡
司
氏

�
（
㈱
祇
園
・
伊
東
支
部
）

第
４
講　
10
月
28
日
（
水
）

自
由
と
正
義
に
つ
い
て
―
弁
護
士
の
役
割

　

講
師
：
長
野�

哲
久
氏

�

（
弁
護
士
法
人 

長
野
法
律
事
務
所
・
浜
松
支
部
）

　

10
月
23
日（
金
）
に
同
友
会
会
議
室
・
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
・
富
士
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
の
３
拠
点
を

結
ん
で
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
友
会
会
議
室
よ
り
10
名
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

よ
り
７
名
、
富
士
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
よ
り
９

名
が
参
加
し
、
う
ち
４
名
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
の
試
み

と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
富
士
に
設
営
。

富
士
支
部
・
富
士
宮
支
部
の
会
員
が
参
加
し
、

富
士
地
域
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
あ
り
ま

し
た
。

　

山
本
健
二
氏
（
㈲

日
本
ス
エ
ー
デ
ン
・

静
岡
支
部
）
よ
り
自

社
の
あ
ゆ
み
と
同
友

会
で
の
学
び
に
つ
い
て
報
告
。
靴
の
抜
型
を

つ
く
る
事
業
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
た
同
社
。

し
か
し
靴
の
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
か
ら
靴

メ
ー
カ
ー
の
廃
業
が
相
次
ぎ
、
新
た
な
柱
と

し
て
２
０
０
５
年
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
事
業
の

革
製
品
製
造
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
２
０
１
６

年
に
同
友
会
に
入
会
、
第
13
期
経
営
指
針
を

創
る
会
（
以
下
、
創
る
会
）
に
参
加
し
ま
し

た
。
現
在
創
る
会
会
長
を
務
め
て
い
る
山
本

氏
は
、
同
友
会
に
入
会
し
て
、
自
社
事
業
の

定
義
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
靴
の
抜
型
メ
ー
カ
ー
、
革

製
品
製
造
業
を
経
て
辿
り
着
い
た
現
在
の
自

社
事
業
の
定
義
は
「
も
の
づ
く
り
と
デ
ザ
イ

ン
業
」。
時
代
に
合
わ
せ
て
、
自
社
事
業
定

義
の
領
域
を
広
げ
た
り
変
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
話
し
ま
し
た
。
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
か
ら
も
前
向
き
な
感
想
を
頂
く
こ
と
が

で
き
、
仲
間
づ
く
り
の
場
が
広
が
っ
た
イ
ン

ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

富
士
に
引
き
続
き
、
11
月
27
日（
金
）の
イ

ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
藤
枝
市
文
化
セ
ン

タ
ー
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
営
予
定
で

す
！
志
太
・
榛
南
地
域
の
会
員
の
方
は
ぜ
ひ

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
か
ら
お
知
り
合
い
の
経
営

者
の
方
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
融
合

　
　
～
静
岡
と
富
士
の
2
会
場
を
つ
な
ぐ
～

10
月
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

　

伊
東
市
に
本
店
を
構
え
、
伊
東
市
内
の
駅

や
道
の
駅
、
商
業
施
設
で
い
な
り
寿
司
や
お

弁
当
を
販
売
す
る
㈱
祇
園
。
駅
弁
の
歴
史
を

踏
ま
え
な
が
ら
同
社
の
歴
史
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
経
営
戦
略
を
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。

１
８
８
５
年
に
登
場
し
昭
和
の
最
盛
期
に
は

４
０
０
社
あ
っ
た
駅
弁
屋
は
平
成
の
後
半
に

は
１
０
０
社
に
減
少
。
そ
し
て
、
残
る
１
０
０

社
の
う
ち
１
０
０
年
企
業
が
約
７
割
と
い
う

老
舗
業
界
、
守
谷
氏
は
「
長
く
や
っ
て
い
る

か
ら
老
舗
で
は
な
く
、
一
日
一
日
お
客
様
に

支
持
さ
れ
て
き
た
積
み
重
ね
た
結
果
が
老
舗

に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
目

指
す
企
業
像
に
つ
い
て
は
「
ブ
ラ
ン
ド
は
会

社
が
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
す
る
の
で
は
な

く
、
お
客
様
の
認
識
で
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
伊
豆
と
い
っ
た

ら
祇
園
の
い
な
り
』
と
多
く
の
人
に
認
め
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

弁
護
士
の
役
割
に
つ
い
て
、
刑
事
弁
護
の

目
的
は
「
冤
罪
を
生
ま
な
い
、
生
ま
せ
な

い
」
こ
と
だ
と
話
し
ま
し
た
。
真
実
と
は
異

な
る
こ
と
を
言
わ
さ
れ
、
嘘
の
自
白
調
書
が

つ
く
ら
れ
る
こ
と
で
冤
罪
が
起
き
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
冤
罪
を
防
ぐ
た
め
に

は
弁
護
士
が
依
頼
者
の
主
張
を
信
じ
て
方
針

を
決
め
、
ま
た
自
白
し
て
い
て
も
本
当
か
ど

う
か
検
証
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
も
の
ご
と
を
判
断
す
る
価
値
基

準
と
し
て
自
由
と
正
義
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
長
野
氏
は
言
い

ま
す
。
憲
法
で
は
様
々
な
自
由
や
権
利
が
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
権
利
同
士
は
時
に
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最
後
に
正
義
に

つ
い
て
「
も
し
上
司
が
不
正
を
し
て
い
た
ら

見
逃
し
ま
す
か
？
」
と
学
生
に
問
い
な
が
ら
、

ぜ
ひ
「
ダ
メ
な
こ
と
は
ダ
メ
と
言
え
る
自
分

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

富士サテライト会場の様子

山本 健二氏

守谷 匡司氏

長野 哲久氏
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11月
16日（月）

第23回女性経営者全国交流会（オンライン）
（13:00　ZOOM）
女性経営者交流会（15:30　同友会事務局）

17日（火） 出会いと学びと交流の場
　お昼に語ろうオンライン交流会

（12:00　ZOOM）
第17期経営指針を創る会　第7講

（19:00　ペガサート＆ZOOM）

18日（水） グループ長研修
（18:30　藤枝文化センター＆ZOOM）

19日（木） 中遠例会（19:00　ワークピア磐田＆ZOOM）
浜松例会（19:00　クリエート浜松＆ZOOM）

20日（金） 特別支援学校の先生と話せる！ 
　オンライン会社紹介＆交流会

（15:00　ZOOM）

25日（水） 県理事会（15:00　同友会事務局＆ZOOM）

26日（木） 県広報情報化委員会　オープン勉強会
（18:30　ZOOM）

27日（金） 会員経営者が語る 「イントロセミナー～同友会と私～」
（19:00　同友会事務局＆藤枝文化センター＆ZOOM）

12月
3日（木）

総務財務委員会
（16:00　同友会事務局＆ZOOM）

8日（火） 静岡例会
（19:00　ペガサート＆ZOOM）

9日（水） 御殿場忘年例会（19:00　ZOOM）
正副代表理事会

（15:00　同友会事務局＆ZOOM）

11日（金） 富士宮例会（19:00　ZOOM）

《  あなたのスケジュールノートに
 必要事項をご記入ください 》

11月16日㈪～12月15日㈫

故 望月光男さんのご逝去を悼んで
　望月光男さんの突然の訃報に接し謹んでお悔やみ申し上げます。新聞の訃報欄にその
名前を見つけたときに、同姓同名、住所も近いけれど、まさか本人だとは信じがたく、
望月会計事務所の職員に電話し、所長本人だと知ったときは、驚きを隠せませんでし
た。会計事務所の職員にも体調が悪かったことを知らせずに、職務をこなしていたそう
で、周りも驚くばかりです。今から25年以上前のことになりますが、弊社の顧問税理士
になってもらってからの付き合いで、同友会にも光男さんの紹介で入会しています。い
つも、大きな声で、明るく、前向きな言葉を発していた光男さん。タバコを吸って、お
酒を飲んで、カラオケを歌っていた光男さん。周りを巻き込んで、突っ走っていく、す
ごいパワーの持ち主の光男さん。「できるからやるんじゃない、やるからできるんだ」と
いうチャレンジ精神旺盛な言葉を好んで使っていました。この言葉のように、私たちは
良い経営者を目指して挑戦していきます。いつまでも我々を見守っていてください。
 森下�昌治氏（㈱森下商店・静岡支部）

故　望月 光男氏
望月光男会計事務所

静岡支部
1959年8月2日生

（満60歳）
1993年入会

故 横山賢三さんのご逝去を悼んで
　突然の訃報に驚愕しています。いつも笑顔の横山賢三さんの在りし日の姿を偲
び、心からご冥福をお祈りいたします。1997年「おい、増田君。同友会に入った
ら？」と声を掛けてくれたのが賢三さんでした。当時の同友会は、まだ70人前後の
会員数で、支部長を本橋政男さんが務めておられた時期でした。私は賢三さんから
のお誘いならと、直ぐに同友会への入会を決めました。賢三さんはとても器用な物
づくりの達人で、自分の身体よりも仕事を優先する、仕事とお酒と水戸黄門が大好
きな、人情に厚い人でした。また二人のお孫さんを大変に可愛がられていて、将来
は会社の後継ぎとして期待されているようでした。今想い出すと、いつもニコッと
笑って、美味しそうに芋焼酎を呑んでいる賢三さんの姿が目に浮かびます。余りに
も足早に旅立ってしまった賢三さん。とても残念です。今は少しゆっくりしてくだ
さい。本当にお世話になりました。さようなら。そしてありがとうございました。

増田�武氏（五大産業㈲・榛南支部）

故　横山 賢三氏
㈲三和化学
榛南支部

1946年5月26日生
（満74歳）
1992年入会
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